る。 

「ファッショ かな」 

顔に 似合わぬ キチ ガイ じみた 街の 国士が いるもの だ。 

それ は 彼が その 演説 をぶ つまで、 隣の 人に も 気がつか 

ない 場合が ありうる。 発作の 時まで 隣家の 狂人が 分ら 

ぬよう に。 

ところが 寒吉は 折よ く 社の 帰りに、 駅前で 彼の 演説 

をき くこと がで きた。 それ はま さに 珍奇 をき わめた も 

のであった。 

「ヮタ クシが 三高吉 太郎、 三 高 吉太郎 であります。 (前 

後 左右に 挨拶す る) よ ー くこの 顔 を ごらん 下さい。 こ 



れが三 高 吉太郎 でございます。 (ョ— 色男と いう 者 あ 

リ) イエ、 ヮタ クシ は 色男で は ございません。 (ケ ンソ 

ン するな という 者 あり) ヮタ クシ はよ ー く 自分 を わき 

まえて おります が、 顔 も 頭 も フッッ 力 者で ございます _ 

(人々 ゲ ラゲ ラ 笑う) たとえ ヮタ クシが 代議士に 当選 

いたしましても、 日本の 政局に 変化 は ございません。 

(当り前 だとい う 者 あり。 人々 益々 笑う) ヮタ クシ は 

再軍備に 反対であります るが、 日本 は 再軍備 をいた し 

まして は、 国が もちません。 まず 国民の 生活 安定 (以 

下略)」 要するに 新聞紙 上に 最も 多く 見出される 再 軍 

備 反対 要旨に つきる。 なんらの 新味 もな く、 過激な と 



「自由党で し よ うな。 思想 はだ いたい 共通し ており ま 

す。 しかし、 もっと 中小 商工業者 をいた わり 育成す ベ 

きです。 それ はヮタ クシの 甚だしく 不満と すると ころ 

でありまして、 また ヮタ クシの 云わん とすると ころも 

…：- J 

演説 口調に なり かけた ので、 寒吉は そらす ために 大 

声で 質問した。 

「崇拝す る 人 は？」 

「崇拝す る人ヮ …… 」 

「または 崇拝す る 先輩。 政治的 先輩」 

「先輩 はいません。 ヮタ クシ は 独立独歩です。 一 貫し 



も 仕様がなかろう。 その せいでも あるまい が、 誰も 聞 

いている 者がない。 したがって 何 かが あれば 一目で 分 

る 状態 だが、 別に 何もない。 先方に は 何も 起らない が、 

寒 吉の方 は 多忙で ある。 

「ネ ェ、 チヨ イト。 遊んで 行かない？」 

「いま、 仕事 だよ」 

「何し てんの さ。 ギャング かい？ アン タァ」 

「アイビ キ だよ」 

r ヮタシ という ものが ありながら。 さァ、 承知し ない 

よ」 

手 をと り 足と り、 ズ ルズル とひき こまれる。 必死に 



ようです が」 

「それ は 当選な さるよう なお 宅 は 別です わ。 ゥ チは大 

金を使う だけの ことです もの、 バカバカし いわ。 ャケ 

酒の みのみ 選挙に でる なんて 変テコ です わよ」 

「ャケ 酒です か、 あれ は？」 

「そうでし ようよ。 私 だって、 ャケ 酒が 飲みた くなる 

わ」 

「なぜ 立候補した のでしょう？」 

「それ は 私が 知りたい のよ」 

「なに か W 有る こと は あるでしょう。 特に ャケ 酒に 

酔 ッ払ッ たりした ときには」 



「それじゃ ァ 何から 何まで 変な ところ はない じ やない 

ゝ I 

力」 

「女房に も 立候補の 秘密 を あかして なくと もです か」 

「バ 力。 秘密がない からだ」 

「ナル ホド」 

「しかし、 記事に はなる かも 知れん な。 花見 酒の 候補 

者。 書いて みろ」 

「よして 下さいよ。 そんなの 書く ために 一 日 棒に ふり 

やしないよ。 今に 見て や がれ」 

「ァ レ。 まだ 諦めない のか」 

「諦められない とも。 こうと 睨んだ 稲荷 カン スケの 第 



そのうちに 選挙が 終った。 三 高 吉太郎 の 得票 一 三 二。 

百 を 越した の は アツ パレと いうべき だ。 まさに 事 もな 

く 終幕と なった。 

そのと き 起った のが 小学校の 縁の下から 発見され た 

首ナシ 死体 事件で ある。 その 小学校 は 三 高 木工所の 裏 

隣り であった。 死体の 主 は 誰 だか 分らなかった。 

寒吉は - J の 事件 の 発生と ともに 変テコ な 胸騒ぎが し 

て 仕様がなかった。 どういう ヮケ だか、 これと 三 高に 



から、 ひとつ 相談して やろう」 

そ y J で 寒吉は 幼友達の タン ティ 事務所 へ龃 けつけ た 

ので ある。 

巨 勢 博士 は 寒 吉の話 を 謹聴し、 しきりに 質問し、 ま 

た 熱心に メモ を しらべ た。 

そのうちに 彼 は 次第に 浮かれ だした。 

「君の メモの 才能 は 見上げた ものだね。 いまに 偉くな 

るせ。 新聞記者の 王様になる かも 知れない な。 しかし、 
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